
電圧リミッタ(SK_V_Limit)取扱説明書 

この度は電圧リミッタ基板(SK_V_Limit)をお買い求め戴き，まことにありが

とうございます。 

SK_V_Limit は電源トランスの定電圧負荷として動作する電圧リミッタです。

シャント・レギュレータ以上の高音質を実現し、さらに直列抵抗を持たないため、

シャント・レギュレータよりもアンプへの供給電圧を高くでき、トランスを能力

いっぱいまで使うことのできる方式です。トランジスタおよび抵抗の発熱があり

ますので、放熱に注意してください。±36 V 以下でご使用ください。 

組み立て方 

表 1 に部品表を示します。抵抗値は±19 V 未満に

リミットする例です。CR は付属しませんので、設定

電圧に応じてご用意ください。 

図 2 に回路を示します。トランジスタ TR1 と TR2

にヒートシンク（30℃/W 以下）を使用したときの最

大シャント電流は 420 mA です。 

標準的組み立て方を図 3 に示します。NS-10 は基

板から 5～10 mm 程浮かせて固定します。抵抗と基

板の間に段ボール紙片などを挟んでハンダ付けすると楽にできま

す。トランジスタにはヒートシンクをご使用ください。 

TR1 と TR2 をシャーシに取り付けるときは、基板に 5～8 mm の

スペーサを取り付けて高さを固定し、トランジスタをハンダ面より

挿入してハンダ付けします（図 4）。 

垂直に取り付けるときには、広杉計器 VAB-310E（千石電商でバ

ラ売りしています）を使用します（図 5）。NS-10 はケースの壁ギ

リギリ近くになる高さに取り付けて、輻射熱を壁に伝えるようにし

ます（図 6）。 

図 7 に垂直取付時のシャーシ穴位置を示します。  

図３ 標準的組み立て方 

図２ 電圧リミッタ回路 

図 1 SK_V_Limit 基板  

表 1 部品表（設定電圧±19 V 未満） 

図５ 垂直取り付け時 

の組み立て方 

図 6 NS-10 をケース壁に接するように 

取り付ける 

図４ トランジスタをシャーシ 

固定する時の組み立て方 

品目 部品番号 型式 個数

電圧リミッタ基板 SK_V_Limit 1

レギュレータIC IC1, I2 NJM 1431A 2

トランジスタ TR1, TR2 2SA1930 2

R R7, R8 NS-10 39Ω 2

R3, R6 MBB0207-50F 620Ω 2

R2, R5 MBB0207-50F 10kΩ 2

R1, R4 MBB0207-50F 62kΩ 2

C C1, C2 X363 400V 0.22μF 2
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図 7 シャーシ穴位置 

 

 

設計例 

表２に抵抗値の代表的組み合わせ例を示します。設計電圧(max)が、設定電圧 - 0.5 V 以下になる設計例です。

R1～R6 には±1 %の金属被膜抵抗を使用します。R7, R8 は、最大消費電力を 7 W としたときの値です。 

 

設計法(NJM 1431 使用時) 

設計電圧 Vset(max)は、 

𝑉𝑠𝑒𝑡(𝑚𝑎𝑥) = 2.49 × (1 +
𝑅1 × 1.01

𝑅2 × 0.99
) + 𝑅1 × 𝐼𝑅𝐸𝐹 

より求めます。この値が設定電圧より 0.5 V 低くなるように R1 と R2 の組み合わせを選びます。レファレンス

電流 IREF は、標準 2μA、最大 4μA です。なお、NJM1431 の絶対最大定格は 37 V ですので、設定電圧は 36 V

以下とします。 

回路の最大シャント電流 Imax は、トランジスタによる電圧降下を 1 V 見込んで、 

𝐼𝑚𝑎𝑥 =
𝑉𝑠𝑒𝑡 − 1

𝑅7
 

です。使用するトランスのレギュレーションを必ず測定し、Imax 以下の電流値で DC 電圧が(設定電圧×0.9)ま

で下がることを確認してください。たとえば 18 V の設定電圧では、16.2 V まで下がる Imax を調べます。このと

き、R7 の最大消費電力 Pr が 7 W を超えないことを確認します。TR1, TR2 には、最大消費電力 Ptr を放熱でき

るヒートシンク（熱抵抗θ）を必ずご用意ください。それぞれの計算式を以下に示します。 

 

Pr  (𝑊) = 𝐼𝑚𝑎𝑥2 × 𝑅7 

𝑃𝑡𝑟 (𝑊) =
𝑉𝑠𝑒𝑡2

4 × 𝑅7
 

θ (℃/W) <
(150 − 周囲温度)

𝑃𝑡𝑟
− 7.0 

 

(2019.6.23a) 

 

表２ 抵抗値と設定電圧 
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設定電圧 (V) 15 16 17 18 19 22

R1, R4 (kΩ) 51 75 68 91 62 91

R2, R5 (kΩ) 11 15 13 16 10 13

設計電圧(typ) (V) 14.00 14.94 15.49 16.67 17.87 19.90

設計電圧(max) (V) 14.47 15.49 16.05 17.30 18.49 20.64

R7, R8（Ω） 27 27 33 39 39 47

最大シンク電流(mA) 510 510 460 420 420 380


